
市港の地位を奪っていったOこうして四日市が,すべての面で,名古屋に一歩譲ることになった経

過を述べた｡

第二章では以上のように,四日市港を行政単位の四日高市と結びつけたので, もっと広い視野に

立って四日市港の機能を探る必要性を感 じ,第三章では｢四E]商港とヒンターラン ド｣の結び付き

を工業vc焦点を当てて追求 してみたOそ してそれが単なる港湾の研究に終わることが夜いようVC凶

日市市の威維工業とも関係があ9,かつ四日市港の代表的を繭人品でもある羊毛と綿花に,そして

片貿易是正のための輸出貨物集貨対策と関係のある陶砲器に注目して論を進めた｡

都市化に伴 う世田谷区の農業の変容

奥 田 留 美 子

世田谷区は東京都の中vCおいて,政治･経済 ･商業の中心的地区の周辺住宅地として安定 した状

態VCあり,かっての｢近郊｣ということばは完全vEあてはまらなくなっている｡そして,現在市街

地化の進行 してVlる東部区部や西方の市部と臭夜9,市街地化の一段落 した本区では,農業す夜わ

ちその基盤となる農地の,住宅地供給の役割は終って, ｢緑地 ｣という都市の中の分化された一つ

の役割を持つようVCなってVlる.

一方,生業としての農菜の面から見ると,耕地率は低vlが都内VCおいて出荷量を誇る作物もあ9,

また特定の作物vC専門化 した専業農家も多く,全く農業的vC放立する要素が消え去ったとは言えを

い｡本区の農業は,地形,気候,土壌,その他の有利性を条件 として行覆われているものでは覆い.

農作物としては いたみやすい軟弱野菜,花弁園芸を中心 としてはいるが.それは価格が高いため

である｡野菜作vcおいて 経営耕地の小規模在所では自家消費用が多く,大規模の所は出荷を中心

として農業を行覆っているが,いずれ も不動産兼業による収入を中心とする慮外収入が,全収入の

何割かを占めるo員外収入の方が多h農家昼,結局産業は二義的vC夜9,作物は捨て作 9的vCをD,

最終的vCは離農する傾向があるようであるO

さて次に,本区農業全体の,現在そ して将来の方同について述べる｡本区の農業均 東京の近郊

農村地帯 としての位置を保っていた時期から今 日までの都市化の進行の過程T,農業衰退の方向を

たどるものと,住宅地化に付随した変化をしてきたものの2つの流れに別れて進行してきた｡そし
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て後者VCかVlては, ここ4-5年 新 しい市街地農業の成立の方向VC向かっていると思われる.こ

の新 しVl市街地貞義とは,都市圧によって消滅するよう夜農業ではをく,逆VE都市vc包含されてい

ることを利用でき,経営として安定性 と発展性を持ち,同時VC都 市と共存 L,都市vc貢献するもの

である｡す夜わら

1.都市VC対 して緑 と自然,そして空間を供給する農業

2.都市の要求する起新鮮低 価格低廉の農作物を握供する農業

3.趣味,娯楽VE対するサ-ビスを提供する農業

の 3点において,存在 しえるものである.

農業委員会の砧地区vEおける将来構想によれは,砧地区の残存農地を保全 L,一大公園化をはか

9, レジャー農執 貸農園, レス トラン,釣堀をど̀なセ･/トとして設置 L,農協は園芸センターを

整備し,直売奇行覆い,地区の中咳 となることをめざしてhる｡

秦 野盆 地 におけ る

土 地利用 変化 の地羊聖学自勺考察

黒 沢 章 子

本論文は,神奈川県中西部VC位 置 す る 秦野盆地を醜査地域 とし,従来 よ9たばこ産地として知

られてきた当地域VCお け る 近年の土地利用変化の考 察 を 主を目的としたO

秦野盆地VCかいては,月然に制約された土地利用が,種々の人文現象VCよ9変化 していく形態は

人口の急増 ･工美化の始まった, 1960年を境 と して 大きく変化 していく｡

1960-70年の秦野市VCおける経営耕地の増減は,水田 -13.7%,畑 -30.20/0,樹園地

+250.0%であった｡ ところで,秦野盆地vCおいて喧 経営耕地の80%以上が,台地及び段丘

面･山地及び丘虜地の緩斜面 ･谷底 とその周辺VC広がる畑であ9,経営耕地の変化は,畑の変化を

中心として考えられる｡畑vCおける農作物の作付は, 1960年以降,全て減少してお9,その中

でもかって秦野盆地における感作体系の甲心であ った たばこ･陸稲の減少率は大きい｡そ して,

夏畑作物 で相対的に占有率が上昇 しているのは,粗放栽培が可能夜らっかせいのみである｡イ封園地

は増加 L,収益性の高い果樹は今後の増加 も見込まれていぶが,秦野市の農業VC占める位置晦 ま
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